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1 和歌山県感染症発生動向調査事業について 

 

感染症発生動向調査は、昭和 56 年から開始され、平成 11 年 4 月に「感染症の予防及び感染症の患者に対

する医療に関する法律」（平成 10 年法律第 114 号。以下「感染症法」という。）が施行されたことに伴い、感染症

法に基づく施策として位置づけられた。県では国の定める「感染症発生動向調査事業実施要綱」に基づき、「和

歌山県感染症発生動向調査事業実施要綱（資料参照）」を定め、全数把握対象疾患および定点把握対象疾患

を調査対象としている。なお、2023 年時点の対象疾患は、表 1 及び表 2 のとおりである。医療機関の協力のも

と、週単位（表 3）または月単位で患者発生状況を集計し、その情報を県民や医療関係等へ還元することにより

感染症の予防・診断・治療に係る対策を図っている。また、病原体情報を収集、分析することで、病原体の流行

状況を把握し、適切な感染症対策に繋げることを目的としている。 

県環境衛生研究センターでは、感染症情報センター業務として、県感染症報告（週報・月報）を作成し、ホーム

ページに掲載するとともに、各保健所あて情報提供している。各保健所から管内の関係機関あて情報提供する

ことにより地域の感染症予防に活用されている。 

 

表 1．届出対象疾患の分類 

 

※2023 年 12 月末時点  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

届出の時期 対象

1～4類感染症 ただちに

5類感染症の一部
7日以内

（※侵襲性髄膜炎菌感染症、
風しん、麻しんはただちに）

新型インフルエンザ等感染症 ただちに

小児科定点

インフルエンザ/COVID-19定点

基幹定点 週および月単位

眼科定点

性感染症定点

疑似症定点 ただちに

全医療機関

定点医療機関
定点把握

（5類感染症の一部）

全数把握

分類

月単位

週単位
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表 2．届出対象疾患一覧 

 

※2023 年 12 月末時点  

1類感染症 エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘そう、南米出血熱、ペスト、マールブルグ病、ラッサ熱

2類感染症

急性灰白髄炎、結核、ジフテリア、重症急性呼吸器症候群（病原体がベータコロナウイルス属SARSコロナウ

イルスであるものに限る。）、中東呼吸器症候群（病原体がベータコロナウイルス属ＭＥＲＳコロナウイルスで
あるものに限る。）、鳥インフルエンザ（H5N1）、鳥インフルエンザ（H7N9）

3類感染症 コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感染症、腸チフス、パラチフス

4類感染症

Ｅ型肝炎、ウエストナイル熱（ウエストナイル脳炎を含む。）、Ａ型肝炎、エキノコックス症、黄熱、オウム病、オ
ムスク出血熱、回帰熱、キャサヌル森林病、Q熱、狂犬病、コクシジオイデス症、エムポックス、ジカウイルス感

染症、重症熱性血小板減少症候群(病原体がフレボウイルス属SFTSウイルスであるものに限る。※)、腎症候

性出血熱、西部ウマ脳炎、ダニ媒介脳炎、炭疽、チクングニア熱、つつが虫病、デング熱、東部ウマ脳炎、鳥
インフルエンザ（H5N1及びH7N9を除く。）、ニパウイルス感染症、日本紅斑熱、日本脳炎、ハンタウイルス肺

症候群、Bウイルス病、鼻疽、ブルセラ症、ベネズエラウマ脳炎、ヘンドラウイルス感染症、発しんチフス、ボツ

リヌス症、マラリア、野兎病、ライム病、リッサウイルス感染症、リフトバレー熱、類鼻疽、レジオネラ症、レプト
スピラ症、ロッキー山紅斑熱

（※）SFTSウイルスは、現在、フェヌイウイルス科バンダウイルス属に分類されている

5類感染症

アメーバ赤痢、ウイルス性肝炎（E型肝炎及びA型肝炎を除く。）、カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症、

急性弛緩性麻痺（急性灰白髄炎を除く。）、急性脳炎（ウエストナイル脳炎、西部ウマ脳炎、ダニ媒介脳炎、東
部ウマ脳炎、日本脳炎、ベネズエラウマ脳炎及びリフトバレー熱を除く。）、クリプトスポリジウム症、クロイツ
フェルト・ヤコブ病、劇症型溶血性レンサ球菌感染症、後天性免疫不全症候群、ジアルジア症、侵襲性インフ
ルエンザ菌感染症、侵襲性髄膜炎菌感染症、侵襲性肺炎球菌感染症、水痘（患者が入院を要すると認めら
れるものに限る。）、先天性風しん症候群、梅毒、播種性クリプトコックス症、破傷風、バンコマイシン耐性黄色
ブドウ球菌感染症、バンコマイシン耐性腸球菌感染症、百日咳、風しん、麻しん、薬剤耐性アシネトバクター感
染症

新型インフルエ
ンザ等感染症

新型インフルエンザ、再興型インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症、再興型コロナウイルス感染症

小児科定点
ＲＳウイルス感染症、咽頭結膜熱、Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎、感染性胃腸炎、水痘、手足口病、伝染性
紅斑、突発性発しん、ヘルパンギーナ、流行性耳下腺炎

インフルエンザ
/COVID-19定

点

インフルエンザ（鳥インフルエンザ及び新型インフルエンザ等感染症を除く。）、新型コロナウイルス感染症（病
原体がベータコロナウイルス属のコロナウイルス（令和二年一月に中華人民共和国から世界保健機関に対し
て、人に伝染する能力を有することが新たに報告されたものに限る。）であるものに限る。） ）

眼科定点 急性出血性結膜炎、流行性角結膜炎

性感染症
定点

性器クラミジア感染症、性器ヘルペスウイルス感染症、尖圭コンジローマ、淋菌感染症

基幹定点

クラミジア肺炎（オウム病を除く。）、細菌性髄膜炎(インフルエンザ菌、髄膜炎菌、肺炎球菌を原因として同定

された場合を除く。)、ペニシリン耐性肺炎球菌感染症、マイコプラズマ肺炎、無菌性髄膜炎、メチシリン耐性

黄色ブドウ球菌感染症、薬剤耐性緑膿菌感染症

疑似症定点
発熱、呼吸器症状、発しん、消化器症状又は神経症状その他感染症を疑わせるような症状のうち、医師が一
般に認められている医学的知見に基づき、集中治療その他これに準ずるものが必要であり、かつ、直ちに特
定の感染症と診断することができないと判断したもの。

全
数
把
握

定
点
把
握
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表 3．2023 年報告週対応表 

 

週 月 火 水 木 金 土 日

1月 1 2 3 4 5 6 7 8
2 9 10 11 12 13 14 15
3 16 17 18 19 20 21 22
4 23 24 25 26 27 28 29
5 30 31 1 2 3 4 5

2月 6 6 7 8 9 10 11 12
7 13 14 15 16 17 18 19
8 20 21 22 23 24 25 26
9 27 28 1 2 3 4 5

3月 10 6 7 8 9 10 11 12
11 13 14 15 16 17 18 19
12 20 21 22 23 24 25 26
13 27 28 29 30 31 1 2

4月 14 3 4 5 6 7 8 9
15 10 11 12 13 14 15 16
16 17 18 19 20 21 22 23
17 24 25 26 27 28 29 30

5月 18 1 2 3 4 5 6 7
19 8 9 10 11 12 13 14
20 15 16 17 18 19 20 21
21 22 23 24 25 26 27 28
22 29 30 31 1 2 3 4

6月 23 5 6 7 8 9 10 11
24 12 13 14 15 16 17 18
25 19 20 21 22 23 24 25
26 26 27 28 29 30 1 2

7月 27 3 4 5 6 7 8 9
28 10 11 12 13 14 15 16
29 17 18 19 20 21 22 23
30 24 25 26 27 28 29 30
31 31 1 2 3 4 5 6

8月 32 7 8 9 10 11 12 13
33 14 15 16 17 18 19 20
34 21 22 23 24 25 26 27
35 28 29 30 31 1 2 3

9月 36 4 5 6 7 8 9 10
37 11 12 13 14 15 16 17
38 18 19 20 21 22 23 24
39 25 26 27 28 29 30 1

10月 40 2 3 4 5 6 7 8
41 9 10 11 12 13 14 15
42 16 17 18 19 20 21 22
43 23 24 25 26 27 28 29
44 30 31 1 2 3 4 5

11月 45 6 7 8 9 10 11 12
46 13 14 15 16 17 18 19
47 20 21 22 23 24 25 26
48 27 28 29 30 1 2 3

12月 49 4 5 6 7 8 9 10
50 11 12 13 14 15 16 17
51 18 19 20 21 22 23 24
52 25 26 27 28 29 30 31
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2 感染症発生動向調査 集計結果 

（1） 全数把握対象感染症 

2023 年は、2 類感染症 1 疾病、3 類感染症 1 疾病、4 類感染症 5 疾病、5 類感染症（全数把握対象）16 疾病、

新型インフルエンザ等感染症 1 疾病、計 24 疾病の報告があった（表 4）。 

なお、各感染症別の一覧表の年齢については、生後 4 週以上 1 歳未満を乳児、1 歳以上～7 歳未満を幼児、

7 歳以上 10 歳未満を小児、10 歳以上は各年代で記載した。 

 

表 4．2023 年に届出のあった全数把握感染症の累計 

 
※新型コロナウイルス感染症について、定点把握対象感染症への移行前までの累計。 

 

① 1 類感染症 

届出はなかった。 

 

② 2 類感染症 

【結核】 

121 例の届出があった。性別の内訳は、男性が 72 例、女性が 49 例であった。類型の内訳は患者が 76 例、

無症状病原体保有者が 44 例、疑似症患者が 1 例であり、その年齢別割合を下記グラフに示した。患者 76 例の

病型の内訳は、肺結核が 49 例を占めた。2023 年結核登録者情報調査年報によると、和歌山県の結核罹患率

（人口 10 万対）は 8.4 人であり、年々減少傾向ではあるものの、全国の罹患率 8.1 人を上回っている。 

 

分類 疾患名 届出数 分類 疾患名 届出数

2類 結核 121 劇症型溶血性レンサ球菌感染症 5
3類 腸管出血性大腸菌感染症 21 後天性免疫不全症候群 3

重症熱性血小板減少症候群 3 侵襲性インフルエンザ菌感染症 2
つつが虫病 13 侵襲性髄膜炎菌感染症 2
日本紅斑熱 42 侵襲性肺炎球菌感染症 10
レジオネラ症 17 水痘（入院例に限る。） 2
レプトスピラ症 2 梅毒 63

アメーバ赤痢 3 播種性クリプトコックス症 1

ウイルス性肝炎 2 破傷風 1
カルバペネム耐性腸内細菌感染症 13 バンコマイシン耐性腸球菌感染症 5

急性脳炎 3 百日咳 11

46,259

5類

クロイツフェルト・ヤコブ病 2

5類

4類

新型インフル
エンザﾞ等

新型コロナウイルス感染症
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診断週 年齢 性別 病型 感染経路 感染地域

1 20代 男性 無症状病原体保有者 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

1 80代 女性 その他の結核（結核性胸膜炎） 不明 不明

1 80代 女性 肺結核 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（確定）

2 50代 男性 肺結核 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

5 80代 女性 肺結核及びその他の結核（粟粒結核） 不明 不明

5 80代 女性 肺結核 不明 不明

6 50代 女性 無症状病原体保有者 不明 不明

6 40代 男性 無症状病原体保有者 その他（推定） 県内（推定）

6 90代 女性 肺結核 不明 不明

6 60代 女性 無症状病原体保有者 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

7 50代 女性 肺結核 不明 不明

8 60代 男性 無症状病原体保有者 不明 県内（推定）

8 70代 男性 肺結核 不明 不明

10 20代 女性 無症状病原体保有者 不明 不明

12 60代 女性 無症状病原体保有者 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

13 70代 女性 無症状病原体保有者 不明 不明

14 80代 女性 その他の結核（リンパ節結核） 飛沫・飛沫核感染（推定） 不明

14 30代 男性 無症状病原体保有者 不明 不明

10 80代 男性 肺結核 不明 不明

10 70代 男性 肺結核 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

11 70代 男性 無症状病原体保有者 不明 不明

11 70代 男性 その他の結核（左肘結核性関節炎） 不明 不明

11 80代 女性 無症状病原体保有者 不明 不明

11 60代 男性 肺結核 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

12 90代 女性 肺結核 不明 不明

13 70代 男性 その他の結核（結核性胸膜炎） 不明 不明

13 70代 男性 その他の結核（粟粒結核） 不明 不明

13 70代 女性 その他の結核（結核性胸膜炎） 不明 不明

13 70代 男性 肺結核 不明 県内（推定）

14 60代 男性 その他の結核（結核性胸膜炎） 不明 不明

14 20代 男性 肺結核 不明 国外（推定）

14 70代 男性 肺結核 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

14 40代 男性 無症状病原体保有者 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

14 30代 男性 無症状病原体保有者 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

14 50代 女性 無症状病原体保有者 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

15 70代 男性 その他の結核（結核性胸膜炎） 不明 不明

15 40代 男性 肺結核 不明 不明
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15 70代 男性 無症状病原体保有者 推定 県内（推定）

15 80代 女性 その他の結核（結核性胸膜炎） 不明 不明

15 50代 女性 無症状病原体保有者 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

16 40代 男性 肺結核 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

17 30代 男性 無症状病原体保有者 不明 不明

17 20代 男性 無症状病原体保有者 不明 不明

18 40代 女性 無症状病原体保有者 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

20 30代 女性 肺結核 不明 県内（推定）

20 80代 男性 その他の結核（結核性胸膜炎） 不明 不明

20 90代 男性 その他の結核（結核性胸膜炎） 不明 不明

21 50代 女性 無症状病原体保有者 飛沫・飛沫核感染（推定） 不明

21 90代 男性 その他の結核（結核性胸膜炎） 不明 不明

21 50代 男性 疑似症患者 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

22 80代 女性 肺結核 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

22 60代 男性 肺結核 不明 不明

22 20代 男性 無症状病原体保有者 飛沫・飛沫核感染（推定） 国外（推定）

22 30代 男性 無症状病原体保有者 飛沫・飛沫核感染（推定） 国外（推定）

22 20代 男性 無症状病原体保有者 飛沫・飛沫核感染（推定） 国外（推定）

22 20代 男性 無症状病原体保有者 飛沫・飛沫核感染（推定） 国外（推定）

22 20代 男性 無症状病原体保有者 飛沫・飛沫核感染（推定） 国外（推定）

22 20代 男性 無症状病原体保有者 飛沫・飛沫核感染（推定） 国外（推定）

22 20代 男性 無症状病原体保有者 飛沫・飛沫核感染（推定） 国外（推定）

22 20代 男性 無症状病原体保有者 飛沫・飛沫核感染（推定） 国外（推定）

22 80代 男性 その他の結核（結核性胸膜炎） 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

23 70代 男性 肺結核 不明 県内（推定）

24 70代 男性 肺結核 不明 不明

25 60代 女性 肺結核及びその他の結核（MAC） 不明 不明

25 30代 男性 肺結核 不明 不明

25 90代 女性 その他の結核（結核性胸膜炎） 飛沫・飛沫核感染（推定） 不明

26 50代 男性 無症状病原体保有者 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

27 20代 男性 その他の結核（右鎖骨リンパ節結核） 不明 不明

27 40代 女性 無症状病原体保有者 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

28 70代 男性 肺結核 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

28 40代 女性 無症状病原体保有者 不明 不明

28 50代 女性 無症状病原体保有者 不明 不明

29 90代 女性 その他の結核（結核性胸膜炎） 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

29 70代 男性 無症状病原体保有者 その他（推定） 県内（推定）

29 80代 男性 肺結核 飛沫・飛沫核感染（確定） 県内（推定）
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30 90代 男性 肺結核 飛沫・飛沫核感染（推定） 不明

30 90代 男性 肺結核 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

30 60代 女性 その他の結核（結核性ぶどう膜炎） 不明 不明

30 40代 男性 肺結核 不明 不明

30 70代 男性 肺結核 不明 不明

30 70代 女性 肺結核及びその他の結核（粟粒結核） 不明 県内（推定）

31 80代 女性 肺結核 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

31 70代 男性 その他の結核（結核性胸膜炎） 不明 県内（推定）

31 90代 女性 肺結核 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

31 90代 男性 肺結核 不明 不明

32 乳児 女性 無症状病原体保有者 不明 県内（推定）

36 50代 女性 その他の結核（粟粒結核） 不明 不明

36 50代 男性 無症状病原体保有者 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

38 80代 男性 肺結核 再燃（推定） 県内（推定）

39 80代 女性 無症状病原体保有者 不明 不明

40 70代 男性 肺結核 不明 県内（推定）

40 80代 男性 肺結核 不明 不明

40 80代 男性 肺結核 不明 県内（推定）

41 幼児 男性 無症状病原体保有者 不明 国外（推定）

41 90代 女性 その他の結核（結核性慢性膿胸） 不明 県内（推定）

43 80代 男性 無症状病原体保有者 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

43 30代 女性 その他の結核（頸部リンパ節結核） 不明 国外（推定）

43 80代 女性 無症状病原体保有者 不明 不明

45 70代 男性 無症状病原体保有者 不明 不明

45 90代 男性 肺結核 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

45 90代 女性 肺結核 不明 国内（推定）

45 50代 女性 その他の結核（リンパ節結核） 不明 不明

46 70代 男性 その他の結核（骨結核） 不明 不明

46 40代 男性 無症状病原体保有者 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

46 70代 女性 肺結核 不明 不明

47 70代 女性 無症状病原体保有者 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

47 70代 女性 肺結核 不明 不明

47 70代 男性 肺結核 不明 不明

48 70代 男性 無症状病原体保有者 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

48 80代 男性 無症状病原体保有者 不明 不明

48 80代 女性 肺結核及びその他の結核（粟粒結核） 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

48 80代 女性 肺結核 不明 県内（推定）

49 80代 女性 その他の結核（粟粒結核） 不明 不明
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 （過去 5 年の報告数） 

 

 

③ 3 類感染症 

【腸管出血性大腸菌感染症】 

21 例の届出があった。O 血清型は 157 が 14 例、145 が 3 例、111 が 2 例、103 が 1 例、100 が 1 例であった。

ベロ毒素は、VT2 が多くを占めた。 

 

49 90代 女性 その他の結核（結核性胸膜炎） 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

50 70代 男性 肺結核 不明 不明

51 50代 女性 その他の結核（結核性リンパ節炎） 不明 不明

51 90代 男性 肺結核 不明 不明

51 80代 女性 肺結核 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

51 40代 男性 その他の結核（結核性髄膜炎） 不明 不明

51 30代 男性 肺結核 不明 不明

52 70代 男性 肺結核 不明 不明

年 2023 2022 2021 2020 2019
報告数 121 129 152 148 169

診断週 年齢 性別 症状 感染経路 感染地域
血清型
（O）

ベロ毒素

8 30代 男性 なし 不明 不明 100 VT2

17 20代 男性
腹痛、水様性下痢、

血便、嘔吐
接触感染（確定） 県内（確定） 157 VT1VT2

18 30代 女性 腹痛、水様性下痢 接触感染（推定） 不明 157 VT1VT2

19 30代 女性
腹痛、水様性下痢、

血便、発熱
経口感染（不明） 不明 157 VT2

21 10代 女性 腹痛、水様性下痢、血便 接触感染（推定） 県内（推定） 157 VT2

26 10代 男性 腹痛、血便 接触感染（推定） 県内（推定） 157 VT1VT2

27 20代 女性 腹痛、水様性下痢、嘔吐 不明 不明 157 VT1VT2

29 20代 女性 腹痛、水様性下痢、血便 接触感染（推定） 県内（推定） 111 VT1VT2

29 10代 女性 腹痛、水様性下痢 不明 県内（推定） 111 不明

29 50代 男性 腹痛、水様性下痢 接触感染（推定） 国内（推定） 157 VT1

33 40代 女性 腹痛、水様性下痢、血便 不明 不明 157 VT2

33 40代 女性 腹痛、水様性下痢、血便 接触感染（推定） 県内（確定） 157 VT1VT2

33 10代 男性
腹痛、水様性下痢、

血便、発熱
接触感染（推定） 県内（推定） 145 VT2

34 10代 女性 腹痛、水様性下痢、発熱 接触感染（推定） 県内（推定） 145 VT2

34 30代 女性 なし 接触感染（推定） 県内（推定） 145 VT2

37 10代 男性 腹痛、水様性下痢 接触感染（推定） 県外（推定） 157 VT2

39 50代 女性 腹痛、水様性下痢、血便 不明 不明 157 不明

39 50代 男性 腹痛、水様性下痢、血便 接触感染（推定） 県内（推定） 157 不明

39 20代 男性 腹痛、水様性下痢、血便 接触感染（推定） 国外（推定） 103 VT1

39 40代 女性 なし 不明 不明 157 VT2

44 幼児 男性 水様性下痢、血便、嘔吐 不明 県内（推定） 157 VT2
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（過去 5 年の報告数） 

 

 

④ 4 類感染症 

【重症熱性血小板減少症候群（SFTS）】 

3 例の届出があった。 

 

 （過去 5 年の報告数） 

 

 

【つつが虫病】 

13 例の届出があり、1 月及び 11 月、12 月の診断であった。 

 

（過去 5 年の報告数） 

年 2023 2022 2021 2020 2019 

報告数 13 9 17 14 5 

 

【日本紅斑熱】 

42 例の届出があった。症状は、42 例（100.0％）で発熱、39 例（約 92.9%）で発疹、29 例（約 69.0%）で刺し口、

肝機能異常は 27 例（約 64.3％）に認められた。 

年 2023 2022 2021 2020 2019
報告数 21 17 4 26 25

診断週 年齢 性別 症状 感染経路 感染地域

14 50代 男性 発熱、白血球減少、リンパ節腫脹、刺し口 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（確定）

24 60代 男性
発熱、下痢、嘔吐、食欲不振、

全身倦怠感、血小板減少、白血球減少
接触感染（推定） 県内（推定）

31 60代 女性
発熱、食欲不振、全身倦怠感、

血小板減少、その他（肝機能異常）
動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（確定）

年 2023 2022 2021 2020 2019
報告数 3 3 7 4 3

診断週 年齢 性別 症状 感染経路 感染地域

3 70代 男性 発熱、刺し口、発疹 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（推定）

47 70代 男性 頭痛、発熱、刺し口、発疹 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（推定）

48 60代 女性 発熱、刺し口、発疹、倦怠感 動物・蚊・昆虫等からの感染（確定） 県内（推定）

48 60代 男性 発熱、刺し口、発疹 動物・蚊・昆虫等からの感染（確定） 県内（確定）

48 70代 男性 発熱、発疹、肝障害 不明 県内（推定）

48 60代 女性 頭痛、発熱、発疹、筋痛 不明 県内（推定）

48 80代 男性 発疹 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（確定）

49 70代 男性 頭痛、発熱、刺し口、めまい、低血圧 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（推定）

49 70代 女性 発熱、刺し口、発疹 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（推定）

50 70代 男性 発熱、発疹、倦怠感、食欲不振 不明 不明

51 60代 女性 頭痛、発熱、刺し口、発疹 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（確定）

52 70代 男性 発熱、刺し口、リンパ節腫脹、発疹 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（確定）

52 70代 男性 発熱、発疹 不明 県内（確定）
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診断週 年齢 性別 症状 感染経路 感染地域

15 幼児 女性 発熱、発疹、右頸部リンパ節腫脹 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（推定）

16 70代 女性 発熱、刺し口、発疹、肝機能異常、関節痛 動物・蚊・昆虫等からの感染（確定） 県内（推定）

16 80代 男性
発熱、刺し口、発疹、ＤＩＣ、
肝機能異常、血小板減少

動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（推定）

22 70代 男性 発熱、発疹、ＤＩＣ、肝機能異常 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（推定）

24 60代 男性 発熱、刺し口、発疹、肝機能異常 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（確定）

24 70代 男性 発熱、刺し口、発疹、肝機能異常 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（推定）

25 80代 女性 発熱、発疹、肝機能異常 動物・蚊・昆虫等からの感染（確定） 県内（確定）

25 幼児 男性 発熱、刺し口、発疹 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 不明

26 80代 女性 発熱、刺し口、発疹、ＤＩＣ 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（推定）

27 80代 女性 発熱、刺し口、発疹、ＤＩＣ、肝機能異常 動物・蚊・昆虫等からの感染（確定） 県内（確定）

29 50代 女性 発熱、刺し口、発疹、倦怠感 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（確定）

30 70代 女性 発熱、刺し口、発疹、ＤＩＣ、肝機能異常 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（推定）

30 70代 女性 発熱、刺し口、発疹、ＤＩＣ、肝機能異常 不明 県内（確定）

30 80代 男性 発熱、発疹、ＤＩＣ、肝機能異常 不明 県内（確定）

30 80代 男性 発熱、刺し口、肝機能異常 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（推定）

30 80代 男性 発熱、刺し口、発疹 動物・蚊・昆虫等からの感染（確定） 県内（確定）

31 80代 女性 発熱、刺し口、発疹 動物・蚊・昆虫等からの感染（確定） 県内（確定）

32 70代 女性 発熱、刺し口、発疹、肝機能異常 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（確定）

32 70代 女性 発熱、発疹 動物・蚊・昆虫等からの感染（確定） 県内（確定）

33 80代 女性 発熱、刺し口、発疹 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（推定）

34 70代 男性 発熱、刺し口 動物・蚊・昆虫等からの感染（確定） 県内（推定）

34 50代 女性 発熱、発疹、ＤＩＣ、肝機能異常 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（推定）

35 70代 男性 発熱、刺し口、発疹、肝機能異常 動物・蚊・昆虫等からの感染（確定） 県内（確定）

35 90代 女性 発熱、刺し口 動物・蚊・昆虫等からの感染（確定） 県内（確定）

35 80代 女性 発熱、刺し口、発疹 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（推定）

38 70代 男性 発熱、刺し口、発疹 動物・蚊・昆虫等からの感染（確定） 県内（確定）

38 80代 女性 発熱、発疹、肝機能異常 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（確定）

39 70代 男性 発熱、発疹、肝機能異常、全身倦怠感 動物・蚊・昆虫等からの感染（確定） 県内（確定）

40 80代 女性 発熱、刺し口、発疹、肝機能異常 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（推定）

40 70代 男性 発熱、発疹、肝機能異常 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（推定）

41 80代 女性 発熱、刺し口、発疹、肝機能異常 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（推定）

42 70代 女性 発熱、刺し口、発疹、肝機能異常 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県外（推定）

42 70代 女性 発熱、頭痛、発疹、肝機能異常、血小板減少 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県外（推定）

42 70代 男性 発熱、発疹、肝機能異常 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（推定）

42 70代 女性 発熱、刺し口、発疹 動物・蚊・昆虫等からの感染（確定） 県内（確定）

43 70代 男性 発熱、刺し口、発疹、ＤＩＣ、肝機能異常 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（推定）

43 70代 女性 発熱、発疹、肝機能異常 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（推定）
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 （過去 5 年の報告数） 

 

 

【レジオネラ症】 

17 例の報告があり、2 例がポンティアック熱型、15 例が肺炎型であった。感染経路は、5 例（約 29.4%）が水系

感染、2 例（約 11.8%）が塵埃感染、残り 10 例（約 58.8%）は不明であった。 

 

（過去 5 年の報告数） 

 

 

【レプトスピラ症】 

2 例の届出があった。 

 

43 70代 女性 発熱、発疹、肝機能異常 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（推定）

43 30代 女性 発熱、刺し口、発疹、肝機能異常 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（推定）

43 80代 女性 発熱、刺し口、発疹 動物・蚊・昆虫等からの感染（確定） 県内（確定）

44 50代 女性 発熱、刺し口、発疹 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（推定）

44 60代 女性 発熱、刺し口、発疹、肝機能異常 動物・蚊・昆虫等からの感染（推定） 県内（推定）

年 2023 2022 2021 2020 2019
報告数 42 28 32 28 30

診断週 年齢 性別 病型 感染経路 感染地域

11 60代 男性 肺炎型 不明 不明

19 50代 男性 肺炎型 水系感染（推定） 不明

22 80代 男性 肺炎型 水系感染（推定） 県外（推定）

25 70代 男性 肺炎型 不明 不明

25 60代 男性 肺炎型 水系感染（推定） 県内（推定）

26 70代 男性 ポンティアック熱型 不明 不明

27 50代 男性 肺炎型 塵埃感染（推定） 不明

33 70代 男性 肺炎型 不明 不明

33 70代 男性 肺炎型 その他（推定） 県内（推定）

34 60代 男性 肺炎型 不明 不明

35 70代 男性 肺炎型 水系感染・塵埃感染（推定） 県内（推定）

37 50代 男性 肺炎型 不明 国外（推定）

37 80代 女性 ポンティアック熱型 不明 県内（推定）

40 70代 女性 肺炎型 不明 県内（推定）

40 70代 男性 肺炎型 その他（不明） 県内（推定）

47 60代 男性 肺炎型 不明 不明

52 70代 男性 肺炎型 水系感染（推定） 県内（推定）

年 2023 2022 2021 2020 2019
報告数 17 17 15 16 12

診断週 年齢 性別 症状 感染経路 感染地域

36 20代 男性 発熱、蛋白尿 水系感染（確定） 県内（確定）

44 40代 男性
発熱、筋肉痛、結膜充血、

黄疸、蛋白尿、腎不全
その他（推定） 県内（確定）
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（過去 5 年の報告数） 

 

 

⑤ 5 類感染症 

【アメーバ赤痢】 

3 例の報告があった。 

 

（過去 5 年の報告数） 

 

 

【ウイルス性肝炎】 

2 例の報告があり、病型はそれぞれ、B 型、C 型が 1 例ずつであった。 

 

（過去 5 年の報告数） 

 

 

【カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症】  

13 例の報告があった。 

年 2023 2022 2021 2020 2019
報告数 2 1 0 1 0

診断週 年齢 性別 症状 感染経路 感染地域

6 60代 男性 便潜血陽性 性的接触（推定） 国内（推定）

13 70代 男性 大腸粘膜異常所見 不明 国外（推定）

31 50代 男性 下痢、粘血便 不明 不明

年 2023 2022 2021 2020 2019
報告数 3 1 4 1 7

診断週 年齢 性別 病型 感染経路 感染地域

5 30代 男性 B型 不明 不明

10 70代 女性 C型 針等の鋭利なものの刺入による感染（推定） 県内（推定）

年 2023 2022 2021 2020 2019
報告数 2 5 1 1 7

診断週 年齢 性別 症状 感染経路 感染地域 菌種

2 70代 女性 創部感染

以前からの保菌
（入院時左下肢ASO病変より）

（推定）

県内（推定） 未記入

6 70代 女性 尿路感染症 不明 県内（推定） 未記入

7 80代 男性 菌血症
以前からの保菌（便）

（推定）
県内（推定） E.coli ESBL＋CRE（CPE）

11 60代 女性 尿路感染症
以前からの保菌（尿）

（推定）
県内（推定） 未記入

11 40代 男性 創部浸出液
手術部位感染（手術手技）

（推定）
県内（確定） 未記入

19 20代 男性 尿路感染症、菌血症
医療器具関連感染

（中心静脈カテーテル）
（推定）

県内（推定） Raoultella ornithinolytica

21 90代 女性 尿路感染症
以前からの保菌（尿）

（推定）
不明 未記入
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（過去 5 年の報告数） 

 

 

【急性脳炎】  

3 例の報告があった。 

 

（過去 5 年の報告数） 

 

 

【クロイツフェルト・ヤコブ病】  

2 例の報告があった。 

 

（過去 5 年の報告数） 

 

 

 

 

 

31 40代 女性 肺炎
以前からの保菌（便）

（不明）
県内（推定） 未記入

31 80代 女性 尿路感染症
以前からの保菌

（消化管（便培養））
（推定）

県内（推定） 未記入

34 80代 男性 菌血症
その他（抗菌薬使用に伴う耐性化）

（確定）
県内（確定） Klebsiella aerogenes

37 80代 女性 尿路感染症
以前からの保菌（便）

（推定）
県内（確定） 未記入

39 80代 女性 尿路感染症、菌血症
以前からの保菌（尿、便）

（確定）
県内（確定） 未記入

48 60代 男性 尿路感染症 不明 県内（推定） 未記入

年 2023 2022 2021 2020 2019
報告数 13 9 9 11 27

診断週 年齢 性別 症状 感染経路 感染地域

17 幼児 男性
発熱、嘔吐、意識障害、

髄液細胞数の増加
不明 不明

17 幼児 男性 発熱、嘔吐、意識障害 不明 不明

49 幼児 女性
発熱、嘔吐、痙攣、意識障害、

髄液細胞数の増加
飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

年 2023 2022 2021 2020 2019
報告数 3 0 2 1 3

診断週 年齢 性別 症状 感染経路 感染地域

15 80代 女性
進行性認知症、ミオクローヌス、

錐体路症状、記憶障害、
精神・知能障害

未記入 未記入

30 60代 女性
進行性認知症、ミオクローヌス、

錐体外路症状、記憶障害
未記入 未記入

年 2023 2022 2021 2020 2019
報告数 2 0 2 1 1
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【劇症型溶血性レンサ球菌感染症】 

5 例の報告があった。5 例でショック、2 例で腎不全を呈していた。感染経路は不明が 2 例で最も多く、1 例で

創傷感染、1 例で接触感染、1 例はその他として記載があった。 

 

（過去 5 年の報告数） 

 

 

【後天性免疫不全症候群】 

3 例の届出があった。 

 

（過去 5 年の報告数） 

 

 

【侵襲性インフルエンザ菌感染症】 

2 例の届出があった。 

 

（過去 5 年の報告数） 

 

 

【侵襲性髄膜炎菌感染症】 

2 例の届出があった。 

 

 

診断週 年齢 性別 症状 感染経路 感染地域 血清群

23 80代 男性 ショック 創傷感染（左下肢）（推定） 県内（推定） G

29 80代 男性 ショック その他（推定） 県内（推定） B

45 80代 女性 ショック、腎不全、急性呼吸窮迫症候群 不明 不明 G

45 50代 男性 ショック、急性呼吸窮迫症候群、中枢神経症状 不明 県内（推定） A

52 40代 男性
ショック、肝不全、腎不全、

軟部組織炎、中枢神経症状
接触感染（水生生物（カメ）飼育）

（推定）
県外（推定） A

年 2023 2022 2021 2020 2019
報告数 5 8 4 8 11

診断週 年齢 性別 病型 感染経路 感染地域

6 20代 男性 ＡＩＤＳ 性的接触（同性間）（推定） 国外（推定）

14 40代 男性 無症候性キャリア 性的接触（異性間）（推定） 県内（推定）

47 40代 男性 無症候性キャリア 性的接触（異性間）（推定） 県内（確定）

年 2023 2022 2021 2020 2019
報告数 3 2 3 2 1

診断週 年齢 性別 症状 感染経路 感染地域

16 70代 男性 発熱、その他（膿胸） 不明 不明

24 幼児 男性 発熱、肺炎、菌血症 飛沫・飛沫核感染（推定） 国内（推定）

年 2023 2022 2021 2020 2019
報告数 2 1 2 3 7

診断週 年齢 性別 症状 感染経路 感染地域

43 20代 男性 頭痛、発熱、全身倦怠感、菌血症 その他（推定） 県内（推定）

50 40代 女性 発熱 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）
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（過去 5 年の報告数） 

 

 

【侵襲性肺炎球菌感染症】 

10 例の届出があった。症状は、9 例（90.0%）で発熱、6 例（60.0%）で菌血症、2 例（20.0%）で肺炎があり、感染

経路は 8 例（80.0％）が不明であり、1 例は飛沫・飛沫核感染であった。 

 

（過去 5 年の報告数） 

 

 

【水痘（入院例に限る。）】 

2 例の届出があった。 

 

（過去 5 年の報告数） 

 

 

【梅毒】 

63 例の届出があり、感染症法施行による全数把握が開始された 1999 年 4 月以降で最多となっている。47 例

（約 74.6%）は患者、16 例（約 25.4％）は無症状病原体保有者であった。男性が 45 例（約 71.4％）、女性が 18 例

（約 28.6%）であり、男性では 20 代が最も多く、女性では 20 代と 30 代が同数で最も多かった。 

 

 

年 2023 2022 2021 2020 2019
報告数 2 0 0 0 1

診断週 年齢 性別 症状 感染経路 感染地域

8 70代 男性 発熱、全身倦怠感 不明 県内（不明）

17 80代 男性 発熱、菌血症 その他（推定） 県内（確定）

19 70代 男性
発熱、痙攣、項部硬直、

髄膜炎、菌血症
不明 不明

20 80代 女性 発熱、全身倦怠感、意識障害、髄膜炎 不明 県内（推定）

20 60代 女性
発熱、咳、意識障害、菌血症、

その他（意識障害）
不明 県内（推定）

32 70代 男性 発熱、肺炎、その他（膿胸） 不明 不明

46 70代 男性 意識障害、肺炎、菌血症 飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

46 90代 女性 発熱、意識障害、菌血症 不明 県内（推定）

47 10代 女性 発熱、その他（腹痛） 不明 県内（推定）

51 70代 男性 発熱、菌血症 不明 不明

年 2023 2022 2021 2020 2019
報告数 10 11 6 10 16

診断週 年齢 性別 症状 感染経路 感染地域

40 70代 女性 発熱、発疹、膿痂疹 不明 県内（推定）

43 20代 女性
発熱、発疹、その他

（全身性の紅斑性丘疹の突然の発生、丘疹・紅斑の混在）
飛沫・飛沫核感染（推定） 県内（推定）

年 2023 2022 2021 2020 2019
報告数 2 2 2 5 2
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診断週 年齢 性別 病型 感染経路 感染地域

1 30代 男性 早期顕症梅毒（Ⅰ期） 不明 不明

1 20代 女性 無症候（無症状病原体保有者） 性的接触（推定） 不明

3 40代 女性 早期顕症梅毒（Ⅰ期） 性的接触（推定） 県内（推定）

3 10代 女性 早期顕症梅毒（Ⅰ期） 性的接触（推定） 県内（推定）

5 50代 男性 早期顕症梅毒（Ⅰ期） 性的接触（推定） 県外（推定）

6 20代 男性 早期顕症梅毒（Ⅰ期） 性的接触（推定） 国内（推定）

8 20代 男性 無症候（無症状病原体保有者） 性的接触（推定） 国外（推定）

8 20代 男性 無症候（無症状病原体保有者） 性的接触（確定） 県内（確定）

9 50代 男性 無症候（無症状病原体保有者） 性的接触（推定） 県内（推定）

11 40代 男性 早期顕症梅毒（Ⅱ期） 不明 不明

13 70代 女性 無症候（無症状病原体保有者） 不明 不明

16 40代 男性 早期顕症梅毒（Ⅰ期） 不明 不明

16 40代 女性 早期顕症梅毒（Ⅰ期） 不明 不明

17 20代 男性 無症候（無症状病原体保有者） 性的接触（推定） 不明

18 30代 女性 早期顕症梅毒（Ⅱ期） 性的接触（推定） 県外（推定）

19 20代 女性 早期顕症梅毒（Ⅱ期） 性的接触（確定） 国内（推定）

20 30代 男性 早期顕症梅毒（Ⅰ期） 性的接触（推定） 不明

21 30代 女性 早期顕症梅毒（Ⅱ期） 性的接触（確定） 県内（確定）

21 50代 女性 早期顕症梅毒（Ⅱ期） 性的接触（推定） 県内（推定）

21 50代 男性 早期顕症梅毒（Ⅱ期） 性的接触（確定） 県外（確定）

21 40代 男性 早期顕症梅毒（Ⅰ期） 性的接触（確定） 県内（確定）

22 30代 女性 早期顕症梅毒（Ⅱ期） 性的接触（推定） 県内（推定）

22 30代 男性 早期顕症梅毒（Ⅰ期） 性的接触（確定） 県内（確定）

24 50代 男性 無症候（無症状病原体保有者） 性的接触（推定） 不明

24 80代 女性 無症候（無症状病原体保有者） 不明 県内（推定）

24 20代 男性 無症候（無症状病原体保有者） 不明 県内（推定）

24 20代 男性 早期顕症梅毒（Ⅱ期） 不明 県外（確定）

25 30代 男性 早期顕症梅毒（Ⅰ期） 性的接触（推定） 県外（推定）

25 70代 男性 早期顕症梅毒（Ⅰ期） 性的接触（確定） 県外（確定）

26 20代 男性 早期顕症梅毒（Ⅱ期） 性的接触（確定） 県外（確定）

27 50代 男性 早期顕症梅毒（Ⅱ期） 不明 県内（推定）

27 50代 男性 早期顕症梅毒（Ⅰ期） 性的接触（推定） 県内（推定）

29 20代 男性 早期顕症梅毒（Ⅱ期） 性的接触（確定） 県内（確定）

29 30代 女性 早期顕症梅毒（Ⅱ期） 性的接触（確定） 県外（確定）

30 20代 男性 早期顕症梅毒（Ⅰ期） 性的接触（確定） 県内（確定）

30 30代 男性 早期顕症梅毒（Ⅱ期） 性的接触（推定） 国内（推定）

30 10代 女性 無症候（無症状病原体保有者） 性的接触（推定） 県内（確定）
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（過去 5 年の報告数） 

 

 

【播種性クリプトコックス症】 

1 例の届出があった。 

 

（過去 5 年の報告数） 

 

 

【破傷風】 

1 例の届出があった。 

31 30代 男性 無症候（無症状病原体保有者） 不明 不明

33 60代 男性 早期顕症梅毒（Ⅰ期） 性的接触（推定） 不明

34 40代 男性 早期顕症梅毒（Ⅱ期） 性的接触（確定） 県外（確定）

35 20代 男性 早期顕症梅毒（Ⅱ期） 性的接触（推定） 県内（推定）

35 50代 男性 早期顕症梅毒（Ⅱ期） 性的接触（推定） 県外（推定）

35 40代 女性 無症候（無症状病原体保有者） 不明 不明

36 20代 男性 無症候（無症状病原体保有者） 性的接触（推定） 不明

36 20代 女性 早期顕症梅毒（Ⅱ期） 性的接触（推定） 国内（推定）

37 40代 男性 無症候（無症状病原体保有者） 不明 不明

38 40代 男性 早期顕症梅毒（Ⅰ期） 性的接触（確定） 県外（推定）

42 20代 男性 早期顕症梅毒（Ⅰ期） 性的接触（確定） 県外（推定）

42 40代 男性 早期顕症梅毒（Ⅰ期） 性的接触（確定） 県内（確定）

43 40代 男性 早期顕症梅毒（Ⅱ期） 性的接触（推定） 不明

43 40代 男性 早期顕症梅毒（Ⅱ期） 性的接触（推定） 不明

43 50代 男性 早期顕症梅毒（Ⅱ期） 性的接触（確定） 不明

44 30代 男性 早期顕症梅毒（Ⅰ期） 性的接触（確定） 県内（確定）

44 40代 男性 早期顕症梅毒（Ⅰ期） 性的接触（推定） 県内（推定）

45 30代 女性 無症候（無症状病原体保有者） 性的接触（推定） 県内（推定）

45 20代 男性 無症候（無症状病原体保有者） 性的接触（確定） 県外（確定）

47 40代 男性 早期顕症梅毒（Ⅰ期） 性的接触（推定） 県外（推定）

47 40代 男性 早期顕症梅毒（Ⅰ期） 性的接触（推定） 県内（推定）

47 20代 男性 早期顕症梅毒（Ⅰ期） 性的接触（推定） 県内（推定）

51 20代 女性 早期顕症梅毒（Ⅰ期） 性的接触（推定） 県内（確定）

51 20代 男性 早期顕症梅毒（Ⅰ期） 性的接触（確定） 不明

52 20代 女性 早期顕症梅毒（Ⅰ期） 性的接触（推定） 県内（推定）

52 20代 男性 早期顕症梅毒（Ⅰ期） 性的接触（推定） 不明

年 2023 2022 2021 2020 2019
報告数 63 38 19 18 19

診断週 年齢 性別 症状 感染経路 感染地域

23 90代 女性
発熱、意識障害、項部硬直、

胸部異常陰影
免疫不全（慢性腎不全、ステロイド療法中、

慢性貧血、骨髄形成症候群）（推定）
県内（推定）

年 2023 2022 2021 2020 2019
報告数 1 1 3 2 3
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（過去 5 年の報告数） 

 

 

【バンコマイシン耐性腸球菌感染症】 

5 例の届出があった。 

 

（過去 5 年の報告数） 

 

 

【百日咳】 

11 例の届出があった。 

 

（過去 5 年の報告数） 

 

 

 

 

 

診断週 年齢 性別 症状 感染経路 感染地域

42 70代 女性 開口障害、嚥下障害、痙笑、反弓緊張 その他（農作業従事中）（推定） 県内（推定）

年 2023 2022 2021 2020 2019
報告数 1 1 1 0 0

診断週 年齢 性別 症状 感染経路 感染地域 菌種 耐性遺伝子

4 50代 男性 菌血症 不明 県内（推定） 未記入 未記入

6 70代 男性 尿路感染症 その他（推定） 県内（推定） Enterococcus faecium 未記入

13 50代 男性 尿路感染症 その他（推定） 不明 Enterococcus faecium 未記入

14 60代 女性 尿路感染症 接触感染（推定） 県内（確定） Enterococcus faecium 未記入

40 70代 男性 尿路感染症
接触感染（オムツ交換時）

（推定）
県内（確定） 未記入 未実施

年 2023 2022 2021 2020 2019
報告数 5 9 10 14 0

診断週 年齢 性別 症状 感染経路 感染地域

10 60代 男性 その他（痰がらみの咳） 家族内感染（推定） 県内（推定）

28 60代 女性 持続する咳、その他（喘息） 不明 不明

37 10代 男性 持続する咳、夜間の咳き込み、嘔吐 家族内感染（推定） 県内（推定）

37 70代 男性 持続する咳、呼吸苦 不明 県内（確定）

38 幼児 女性 持続する咳、夜間の咳き込み、ウープ、白血球数増多 不明 不明

40 小児 女性 持続する咳、夜間の咳き込み 不明 不明

42 10代 男性 持続する咳、呼吸苦、スタッカート 不明 県内（推定）

42 小児 男性 持続する咳、夜間の咳き込み、白血球数増多 不明 県内（確定）

45 小児 女性 持続する咳、夜間の咳き込み 家族内感染（不明） 不明

46 10代 女性 持続する咳、夜間の咳き込み 不明 不明

52 幼児 女性 持続する咳、夜間の咳き込み、ウープ、嘔吐 不明 県内（推定）

年 2023 2022 2021 2020 2019
報告数 11 4 11 34 344
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（2） 定点把握対象感染症 

① インフルエンザ/COVID-19 定点対象感染症 

【インフルエンザ】 

2023 年は 17832 人の報告があった。定点当たり患者報告数は、第 50 週の約 30.45 人が最も多かった。年齢

別割合では、10～14 歳が最も多く、全体の約 22.4％を占めた。 
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【COVID-19】 

2023 年は、第 1 週～第 18 週で 46,259 例の届出があった。報告数のピークは、第 1 週の 12,722 人であった。  

第 19 週以降は、12,624 人の報告があった。定点当たり患者報告数は、第 33 週の約 17.80 人が最も多かっ

た。年齢別割合では、10～14 歳が最も多く、全体の約 13.2％を占めた。 

 

 
※流行波の期間については、「第 121 回（令和 5 年 4 月 19 日）新型コロナウイルス感染症対策アドバイザーリーボード」を参照した 
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② 小児科定点対象感染症 

【RS ウイルス感染症】 

2023 年は、2134 人の報告があった。定点当たり患者報告数は、14 週より上がりはじめ、20 週でピークとなり、

その後、減少した。年齢別割合では、1 歳が最も多く、全体の約 26.9％を占めた。 
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【咽頭結膜熱】 

2023 年は、1480 人の報告があった。定点当たり患者報告数は、第 45 週の約 3.4 人が最も多かった。年齢別

割合では、4 歳が最も多く、全体の約 16.3％を占めた。 
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【A 群溶血性レンサ球菌感染症】 

2023 年は、1675 名の報告があった。定点当たり患者報告数は、第 23 週、第 48 週の約 2.53 人が最も多かっ

た。年齢別割合では、5 歳が最も多く、全体の約 15.4％を占めた。 
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【感染性胃腸炎】 

2023 年は、5555 名の報告があった。定点当たり患者報告数は、第 17 週の約 6.43 人が最も多かった。年齢

別割合では、1 歳が最も多く、全体の約 13.1％を占めた。 
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【水痘】 

2023 年は、101 名の報告があった。定点当たり患者報告数は、第 47 週の約 0.23 人が最も多かった。年齢別

割合では、10～14 歳が最も多く、全体の約 32.7％を占めた。 
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【手足口病】 

2023 年は、314 人の報告があった。定点当たり患者報告数は、第 51 週の約 0.63 人が最も多かった。年齢別

割合では、1 歳が最も多く、全体の約 24.2％を占めた。 
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【伝染性紅斑】  

2023 年は 10 人の報告があった。定点当たり患者報告数は、第 17 週、第 23 週～第 27 週、第 40 週、第 42 週、

第 46 週、第 48 週が同数で、約 0.03 人が最も多かった。年齢別割合では、1 歳、3 歳、10～14 歳が同数で、最

も多く、それぞれ全体の約 20.0％を占めた。 
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【突発性発しん】 

2023 年は、353 人の報告があった。定点当たり患者報告数は、第 20 週の約 0.63 人が最も多かった。年齢別

割合では、1 歳が最も多く、全体の約 54.1％を占めた。 
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【ヘルパンギーナ】 

2023 年は 2049 人の報告があった。定点当たり患者報告数は、第 24 週の約 10.50 人が最も多かった。年齢

別割合では、3 歳が最も多く、全体の約 18.1％を占めた。 
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【流行性耳下腺炎】 

2023 年は 66 人の報告があった。定点当たり患者報告数は、第 22 週の約 0.20 人が最も多かった。年齢別割

合では、4 歳、7 歳、10～14 歳が同数で、最も多く、それぞれ全体の約 13.6％を占めた。 
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③ 眼科定点対象感染症 

【急性出血性結膜炎】 

2023 年は、10 人の報告があった。定点当たり患者報告数は、第 47 週の約 1.0 人が最も多く、年齢別割合で

は、20～29 歳が全体の約 20.0％を占めた。 
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【流行性角結膜炎】 

2023 年は、87 人の報告があった。定点当たり患者報告数は、第 42 週、第 49 週の約 1.75 人が最も多く、年

齢別割合では、30～39 歳が全体の約 27.6％を占めた。 
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④ 性感染症定点対象感染症 

【性器クラミジア感染症】 

2023 年は 201 人の報告があった。性別内訳では、男性が 137 人、女性が 64 人であり、男性が約 68.2％を占

めた。年齢別にみると、男性、女性ともに 20～24 歳で最も多く報告された。 
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【性器ヘルペスウイルス感染症】 

2023 年は、99 人の報告があった。性別内訳では、男性が 25 人、女性が 74 人で、女性が約 74.7％を占めた。

年齢別にみると、男性は 40～44 歳、女性は 30～34 歳で最も多く報告された。 
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【尖圭コンジローマ】 

2023 年は、71 人の報告があった。性別内訳では、男性が 55 人、女性が 16 人で、男性が約 77.5％を占めた。

年齢別にみると、男性は 20～24 歳、女性は 30～34 歳で最も多く報告された。 
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【淋菌感染症】 

2023 年は、79 人の報告があった。性別内訳では、男性が 68 人、女性が 11 人で、男性が約 86.1％を占めた。

年齢別にみると、男性、女性ともに 20～24 歳で最も多く報告された。 
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⑤ 基幹定点対象感染症（週） 

【細菌性髄膜炎】 

2023 年は 4 人の報告があり、定点当たりの患者報告数は約 0.09 人（＝1 人）あるいは報告なしで推移した。

年齢別割合では、2 人が 70 歳以上であり全体の約 50.0％を占めた。 

 

 
 

【無菌性髄膜炎】 

2023 年は 22 人の報告があった。年齢別割合では、5 人が 70 歳以上であり全体の約 22.7％を占めた。 
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【マイコプラズマ肺炎】 

2023 年は 17 人の報告があった。年齢別割合では、10～14 歳が 4 人で最も多く、約 23.5％を占めた。 
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【クラミジア肺炎】 

2023 年は 70 歳以上で 1 人の報告があった。 

 

 

【ロタウイルス感染症】 

2023 年は 5 人の報告があり、0 歳で 1 人、5～9 歳で 4 人であった。 
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⑥ 基幹定点対象感染症（月） 

【メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症】 

2023 年は、221 人の報告があった。70 歳以上が、152 人で全体の約 68.8％を占めた。 
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【ペニシリン耐性肺炎球菌感染症】 

2023 年は、6 人の報告があった。5 人が 70 歳以上で、全体の約 83.3 %を占めた。 

 

 
【薬剤耐性緑膿菌感染症】 

2023 年は、5 人の報告があった。4 人が 70 歳以上で、全体の約 80.0%を占めた。 
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（3） 病原体検出状況 

  和歌山県環境衛生センターでは、県内で発生した感染症の病原体を把握するため、医療機関等で採取され

た臨床材料を用いて病原体の分離・同定、血清診断を行っている。 

2023 年の受付月別病原体検出状況は表 5 のとおりであった。 

 

表 5. 2023 年受付月別病原体検出状況 

 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合　計

検出病原体
3 3

Measles virus 0
0

Rubella virus 0
3 3 1 1 2 17 3 1 31

SFTS virus 1 1 2
10 10

Entero virus 0
10 18 10 6 44

Noro virus GI 0
Noro virus GⅡ 10 12 9 4 35
Sapo virus 0

3 1 1 2 3 10
Entero virus（CVｰB5） 2 2

ヘルパンギーナ 2 1 3
Entero virus（CVｰB5） 2 2

41 11 23 8 1 1 3 3 5 14 10 11 131
Influenza virus A（H1）pdm 1 1 1 5 2 4 14
Influenza virus A H3 38 11 23 7 1 2 3 4 8 5 6 108
Influenza virus B（Yamagata） 0
Influenza virus B/Victoria 2 1 3

新型コロナウイルス感染症*1） 2113 676 159 178 16 52 95 53 64 47 38 44 3535
SARS-CoV-2 418 85 12 7 15 50 49 53 62 43 38 43 875

2 4 5 4 5 4 1 25
RS virus 1 1 2
Enterovirus（A71） 4 4
Rhinovirus 1 1
adenovirus1型 1 1

2 4 3 2 6 1 10 11 8 47
O.tsutsugamushi （Kawasaki type） 2 9 7 18
O.tsutsugamushi （Kuroki type） 1 1

2 4 4 12 14 23 11 23 8 101
R.japonica 1 5 9 13 5 14 47

3 1 4 1 2 1 1 3 16
O157:H-（VT2） 1 1
O157:-（VT1・VT2） 1 1
Og100:Hg25（VT2） 1 1
O157:Hg7（VT1・VT2） 1 1
O157:H７（VT2） 1 1
O157:H7（VT1・VT2） 2 1 1 4

日本紅斑熱

腸管出血性大腸菌*2）

重症熱性血小板減少症候群

感染性胃腸炎

イ　ン　フ　ル　エ　ン　ザ

その他

つつが虫病

無菌性髄膜炎

急性脳炎

例）診断名 受付検体数

病原体検出数（同一検体から複数の病原体が検出された場合も含む）

麻疹

風疹
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1 4 4 1 10
E.coli 1 1 2
K.pneumoniae 4 4 8

15 13 8 1 1 38
E.faecium 　 VanA＋ 14 13 8 1 1 37
E.faecium 　 VanB＋ 1 1
検    体    数 2158 708 203 239 48 78 127 106 89 103 73 69 4001
病原体検出数 461 109 51 41 35 61 66 74 77 72 59 66 1172

*1） 陰性確認検査を含む

*2） 材料に菌株を含む

カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症*2）

バンコマイシン耐性腸球菌感染症*2）

計




























